
令和７年度(2025 年度)根室地域農業技術支援会議（地域関係者会議）及び 

令和８年度（2026 年度）根室地方農業気象・営農指導対策協議会 

 

           日時：令和 8 年（2026 年）5 月 27 日（水）10：00～12:00 

場所：北海道立総合研究機構 酪農試験場 講堂（ 37 名 出席） 

 

１ 開会 

・挨拶：根室振興局産業振興部 加藤 地域産業担当部長 

 

２ 根室地域農業技術支援会議（地域関係者会議）  

（１）令和７年度の主な活動内容について 

農務課 農政係長より説明 

 

（２）令和７年度 要望課題回答について 

  ○課題番号１ 

・地域における酪農ヘルパーの不足について  農務課 農政係長より回答 

  ○課題番号２－１ 

・暑熱ストレスによる乳牛の繁殖成績の低下対策 酪試 主査より回答 

  ○課題番号２－２ 

・安定経営に向けた収入増加と支出減少の目標設定 酪試 主査より回答 

 

 （３）令和８年度運営日程等について 

令和８年度運営日程について  農務課 農政係長より説明、提案 

 

３ 根室地方農業気象・営農指導対策協議会  ※詳細は別添資料のとおり 

（１）気象台からの話題提供 

釧路地方気象台より説明 

○質疑等 

Q：今年の台風の発生予報は季節予報などから見て取ることができるか。 

A：季節予報だけでは確実なことは言えないが、台風が発生する南側の海水温が高い予報

となっており、少ないとは言えないと思われる。また、海水温が高いとパワーが増す

ため、注意が必要。 

Ｑ：平年より太平洋高気圧が強いとのことだが、このことにより台風が北海道付近に来や

すい等の影響はあるか。 

Ａ：高気圧に沿って台風が進むので、気圧の強さによっては北海道への影響もあるかもし

れない。 



 

Ｑ：予報全般について、全道ではなく、地域（振興局単位等）での予報はあるか。 

Ａ：大きく３地域に分けて予報を発表しており、全体的な傾向と考えてほしい。 

 

Ｑ：昨年９月の大型低気圧でデントコーン等の倒伏が多くあった。そのような注意予報等

の発表はあるか。 

Ａ：早期注意情報で５日先まで確認することができる。5/28 の方法を変更し２日～３日

目までの時間区分を細かく発表することとなった。例では大雨のみとなっているが暴

風雪などの発表も行う。 

 

Ｑ：よくアメダスの雨雲レーダーを確認するが、レーダーでは雲がないのに雨が降ること

がある。直近のリスク確認はどの予報が良いか。 

Ａ：天気予報も随時更新されており、参考となるがデジタルアメダスというアプリを気象

庁から提供している。スマホから活用ができるので、ぜひ活用してほしい。 

 

（２）北海道の農作業事故の現状と事故防止のポイント 

北海道農作業安全運動推進本部より資料提供（農務課 農政係長より説明実施） 

 

 


